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第三回情報化週間実施

〔研究開発〕

〔寄 稿〕

〔海外ニ ュース〕

次 へ ～ ～ ⇒一∫

沖縄国際海洋博覧会 ・情報システムの概要

JIPDEC開 発の標準アプリヶーシ。ンを使用して

ソフ トウェアの提供について

IBM,衛 星通信分野に進出

JIPDECだ よ り

¶⊥

4

0

つ
O

F◎

7

1

1
⊥

1

1

☆ ☆ ☆

●

マ

「ぴ

、. S
夜這工

∨
エよ

⇔

忌

,句貸 ふ ・,・'`



●

■」 活」一 ご

昭

和

四

十

九

年

十

月

一
日

(火
)
～

七

日

(月
)

※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※

第
_▲
_▲

_▲

回

情

報

化

週

間

実

施

JIPDEC
''''''"-1

ジ ャ ー ナ ルi

※
※
※

※
※

※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※

※
※
※
※

情報化週間について

わが国は経済社会の発展にともない,企 業経営をはじ

め として,社 会の多 くの分野で情報化が急速に進展し,

一般の方々が情報化の影響を受ける機会はますます多 く

なっております。

こうした情勢にかんがみ,政 府では,広 く一般の方々

が情報化についての関心 と正しい理解を深めていただ く

ため,昭 和47年 度か ら毎年10月 第1週 を情報化週間 とし

て記念行事を実施することを定めました。

第3回 の情報化週間は来る10月1日(火)か ら7日(月)

まで,'生 活 と情報化、をテーマとして,政 府行事,民

間行事がお こなわれます。

(財)日 本情報処理開発センターは民間行事の一環 と

して,東 京における 、生活 と情報化展、札幌 ・富山 ・岡

山 ・高松 ・福岡における講演 と映画の会を実施,協 力す

ることにな りました。

各行事の内容は次のとおりです。

政府行事

情 報 化 週 間記 念 式 典

期 日 昭 和49年10月1日(火)

11:30

会 場 ホ テル ・ニ ュー オ 一 夕ニ

式次第(予 定)

1.挨 拶.

2.来 賓祝 辞
'

3.表 彰

ω 情報化促進貢献企業 ・団体の表彰

{2)情 報化促進貢献個人の俵彰

(3}優 秀情報処理システムの表彰

㈲ 「生活 と情報化」懸賞論文の表彰

4.受 賞者代表挨拶

5.情 報化に関する国民へのアピール
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開 情報化週間

催 行 事 名 %2 3 4 5 6 7 会 場 実 施 主 体 摘 要
地

火 水木金土 日月

墓
原

情報化週 間記念式典' ■ ホ テル ・ニ ュー オー タニ 情報化週間推進会議

東京一東京中央、日本橋、神 田、京橋、新宿、赤坂

全 関東一横浜中央

信越一長野中央、新潟中央

国 東海一名古屋中央、静岡南

北陸一金沢中央
郵便番号自動

19 郵便 局 の施 設 公 開 ■■■■ ■
近畿一大阪東、大阪南、大阪西、大阪小包集中、京都中央、

神戸中央

読取区分機他

各種機械を公
中国一広島中央、岡山中央

都 四国一松山中央 関す る。

九州一福岡中央、熊本中央、鹿児島中央、長崎中央

市 東北一仙台中央

北海道一札幌中央

東
豊 かなコミュニケーション
'74展 示 会 一 一 ■ ■

` 麗々公社展示センター

(東京 ・霞が関・霞が関ピル30階)

日本電信電話公社

803-509-4806
入 場 自由

「国 鉄 と 情 報 化」

映 画 会
■■ 1 1 ` ■

交通博物館

(東京 ・万世橋)

日本国 有鉄 道

803-212-6311内 線291 ●
一
泉 電子計算機利用に関する 機械振興会館B2ホ ール 工業技術院

技術研究会研究発表会 ■ ■ (東京タワー前) 803-501-1511内 線4598

①明日をひらく主役たち
一'74生 活と情報化展 凋 ■■

東急百貨店本店6階 催物場

(東京 ・渋谷道元坂}

日本情報処理開発センター

生活噌 麟 耀i発協会 対象:一 般
入 場 無 料

②情報化国際講演・討論
会 ■

経団連ホール

(東京 ・大手町)
日本情報開発協会

参 加料

会 員18,000円
一般20

,000円

③ コ ンピュータ ・ア ー ト74
一サイバネティック・アートリップー ■■■■■■■ピ

銀座ソニービル

(東京 ・数寄屋橋)

803一 田1一磁01㈹

「

^、
・

入場料
一 般500円

大学 ・高校300円中学
・小学200円

④ チ ル ドレン ・コン ピ ュ
ータ教 室 ■

(第1組

`■1

}

■ ■
(第2組}

・～%

情報処理研修センター教室

橿界貿套。:,ど。鵠.

情報処理研修センター

803-435-6514

定員:各30名

都内中学校か

らの推せん

東
.空話 翻 、当、情

報機器システムー
% .4■■■■

東京流通センター大展示場

(東京モノレール流通センター前) 日本電子工業振興協会'

803-433-1923

展示参加:

36社

入 場 無 料

⑥ デ ータ シ ョウ'74

国際 シ ンポ ジウム %<1 ■■
東京流通センター10階会議室

(東京モノレール流通センター前)

'通信機械工業会

803-231-3156

定員:150名

参加費:

16,000円

⑦ シンポジウム
1

日経小ホール 情報処理教育研修助成財団 ●「情報と社会構造の変化」 (東京 ・大手町) 803-215-2246 参 加 無 料'

⑧優秀保守技術者の表彰 1
日本倶楽部大会議室

凍 京・丸の内国際ピル)

日本電子計算機㈱

803-216一 舗81㈹

国産電子計算機メーカー6i社
、

⑨ パネル討論会地域社会
と情報 ・電気通信 1.

ダイヤモン ドホール

(誌.雫 。鵠
電気通信総合研究所

803一 蹴 一一7101
'

＼×.
、 ＼ 、・

、

⑩ 「国 際通 信 とコ ン ピュ
ー タ」 展 、

合

無

在

■ ■,■ ● ■

国際通信センター展示コ]ナー

(東京・新宿 ・新都心国際通信センタービル1階)

国際電信電話㈱

803-347-5020
入場 無料

京

⑪情報{ヒ週間特‖匡「遣哨i情
報システム遺編 儀套」.

∵ w

.■

■`

三井物産蝕

像京 ・港区西新欄
運輸経済研究センター

803-591-89田

⑫「遣 捨 と.情報 枇驚
演 会

r'.!

■
日経 ホール

(東京'・大手町}

運輸紗 臨 紅ぷ
躰 詩 控嶽 一、・鮒

⑬ 「海 とコ ンピ ュータ士
`

船の科学館 日本海事科学掬 関 団 弔ぽ

教 室 ■ ■
(東京 ・江東区有剛 803一 搬 一5008

⑭ データ プロセシング
特別集会 ■

東医健保会館ホール

僚 京 ・信浪町)

日本データプロセシング協会

臼 田一姶2-3腿

室具三苧o名
一 口噺 ◆

空殻 謂胃
⑮ コンピュータによる

「女性の体力診断モデ勘

デモンス トレーション
■ 『 ■

■ ■ ヨ
～ →

へ・ £

オリンピック記念青少轍

センター体育館

_.く 京職 鹸 『…相・'」,二 ーぶ.

日本経済青4階浪合
・、台09』葡← 蜘

.,へ 二×」プ=之 、W

参加 無料

男 縫 縮6欝,、 .一 こ・■."ご ・.^ミ ー ここ ::::』,焦 、昏一・ 、で 、一_.一_.

弱.午
・β蟻i

∵ ご .・,.づ

嚇
.
..バ ご痴..、 。∴ 、 ∴ 姦霧 鐘 、・ご

1:描:
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開

催

地

行 事 名

情報化週間

会 場 実 施 主 体 摘 要%

火

2

水

3

木

4

金

5

土

6

日

7

月

東

京

⑯ 外 国人研 修 生へ の
コ ンピュー タセ ミナ ー 一 一 口 一 一

日本電 気㈱

コンピュー タ ・セ ンター

(東 京都港 区芝2-22-13)

海外技術者研修協会

803-946-4111

参加:

発展途上国よ

りの研修生

⑰ コ ン ピュー タ室の 公開 一 一 一 一

日本情報処理開発センター

コンピュータ室

(東京タワー前機械振興会館)

日本情報処理開発センター

803-433-6652
入場 自由

札

幌

⇔「生 活 と 情 報 化」
講 演 と映画 の会 1

札幌第1合 同庁舎6階 会議室

鰐;央 区北三条)

日本情 報処理開発 センター
803-434-1678

北海 道情報 システム調査会
■011-231-1122

北海 進 システム調査会
札幌通 商産業局
北海 道生産性 本部
札幌 商工 会議所

対象:一 般

入 場 無 料

⑲ ジ ュニ ア ・コ ン ピ ュー

タ ・セ ミナ ー
■

道立琴似工業高校

(札幌市西区琴似町

情報処理研修センター

803-435-〔 氾14

北海道教育委員会

対象:高 校生

秋
田

⑳ ジ ュニ ア ・コ ン ピ ュー

タ ・セ ミナ ー ■
県立秋田工業高校

(秋田市保土野金砂田1-3)

情報処理研修センター

803-435-6514

秋田県教育委員会

対象:高 校生

足
利

⑳ 中小企業経営者向けの
コンピュータ実習講座 一 一 一

両毛丸善㈱

便 利市上渋垂町362)

日本商工会議所

803-283-7710

足利商工会議所

松
本 ⑳ コン ピュー タ室 の公 開 ■

松本商工会議所情報センター

(松本ll沖央1-9-18)

松本商工会議所

80263-32-53i5
入場 自由

富
山

⑳ 「生 活 と 情 報 化」
講演 と映画 の会 8

富山商工会議所10階 大ホール

(富山市総曲輪2-1-35)

麟 蹴i巴耀 馬競 ター
富山商工会議所 曽64一摺一1371
富山県情報化推進 センター

対象:一 般

入場 無料

大

阪

⑳'74生 活 と情報化展 ■■■■■シ%
大丸大阪店商館(プルジョン)
7階 催場

(大阪 ・心剤 喬筋)

関西情報センター

806-448-6636

対象:一 般

入 場 無 料

⑳国 際 講 演 会 ■
明治生命ホール

(大阪市東区伏見町)

対 象:企 業人
ME、 情報関
係者
入 場 無 料

⑳講 演 と映 画 の 会 ■
大阪倶楽部

(大阪市東区今橋5)

対象:一 般

入 場 無 料

⑳ フ ァ ッ シ ョ ン ・フ ァ ンタ ジ
ー ・シ ョウ

ーコソピュ一夕によるファッションの創造一
,%一一 一「 ア

L そごう百貨店7階 催会場

(大阪 ・心斎橋筋)
大阪商工会議所

806-942-6151㈹

内線254

入場 無料

⑳POSシ ス テ ム ・シ ン

ポ ジ ウ ム
ーPOSシ ステム実用化の課題と展望一 ■

|
第2日11月19日 ㈹

第3日11月20日 困

大阪商工会議所国際 ホール

(大阪市東区内本町橋詰町田一7)
参加 無料

⑳ 「人間生活と情報」に関
するシンポジウム

■
大阪科学技術センターピル

8階 小ホール

(大阪市西区靭1-118) 大阪科学技術センター

806-443-5321㈹

対象:一 般

参 加 無 料

⑳ 「中小企業における品質情報
システム」に関するセミナー ■■■

大阪科学技術センタービル

8階 小ホール

(大阪市西区靱1-118)

対 象:中 小企
業の 企業 人
参加 費:

10.000円

京都⑳ 「医療と情報処理1
講演と映画の会 %

京都府医師会館

(京都市下京区御前通り松原)

システム科学研究所●

8075-221幽 き022

対象:一 般

入 場 無 料

岡

山

⑳ 「生 活 と情 報 化」
講演と映画の会

●・ 、 ・

■
岡山商工会議所1階 ホール

(岡山市厚生町3-1-15)

●

日本情報処理開発センター
803一 銘4-1678

岡山県経済団体連合会
岡山商工会臓所

密議繊麗隠ご

対象:一 般

入 場 無 料

⑲ ジ ュ ニ ア ・.コン ピ ュー

タ ・セ ミナ ー
.

■
県立岡山南高校

偶 山市真田2-4-7)
'

惰噂処理研修センター

803-435-65玉4

岡山県教育委員会

対象:高校生

高
松

⑭ 「生 活 と 情 報・化 」
・講 演 と映 画の会' ■

'

高松電気ピル8階 ホール

(高松市亀…籾7)
,「

ε}へ 舜^『 」ピ

日本情報処 理開 発 セン ター
●03-434-1678

四 国経済 連合会
80878-51-6032

対象:一 般

入 場 無 料

藁
⑳ ジ ュニ ア ・コ ン ピ ュー

タ ・セ ミナ ー ー一
■

.

.

-ψ

県立多度津工業高校
(翻操 多度津町新町}

情報処理研修センター

803-435-6511

香1{陳教育委員会

対象:高 校生
入 場 無 料'

.福

岡'
'

⑯二生 活 と情 報 化」∴
'/講 演と映画め会"一 ■

福岡合同庁舎大会議室

(福岡市博多駅東)

日本情報 処理 開発 セン クー
■03-434-1678

九州産京 技術連 盟
8092-"1-2062'ド.

、

対象:一 般 ∵

入 場 無 料
:、斗.・'∨二千

熊本⑰ ジ ュ ニ ア ・コ ン ピ ュー

タ ・セ ミナ ー
■

県立熊本商業高校

(熊本市神水1-1-2)

情報処卿 騰 センター
803一 酷5認蹴4

熊本県教育委員会 ご
対象:高校生

% 2 3 4 5 6 7

芸

・
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.づ

`

必
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研 究 開 発

沖縄国際海洋博覧会 ・情報 システムの概要

沖縄 国際海洋博覧会(以 下海洋博 と略す)は,昭 和50年 代 ・海洋時代 の幕明 けを象徴 するe

とく,美 しい珊瑚礁 と強烈な太陽のふ りそそ ぐ景勝 地,沖 縄 本部半島の一 画において各方面の

協力 の もとに6ケ 月間(50年7月20日 ～51年1月18日)開 催 され る。

なお,本 情報 システムは,海 洋博協会 よ り当財団が委託 を受けて9月 末 に協会へ提 出したマ

スタープ ランである。

1.シ ス テム の 目的

本情報システムは,海 洋博の性格 ・地域特性自然条件

にかんがみ,下 記に述べる観客サービスおよび海洋博運

営の合理化を有効かつ円滑に行な うために必 要 な 情 報

を,正 確かつ迅速に提供することを目的としている。 さ

らに情報都市化へのアプローチを志向している。

①観客サービス

観客が,安 全 ・快適に楽しく行動するために有効かつ

役立つ情報を提供する。

②海洋博運営の合理化

海洋博運営上必要な情報を,関 係諸機関(海 洋博覧会

協会,警 備本部,各 パビリオン等)に,適 切な情報を提

供する。

③情報都市化へのアプローチ

きたるべ き情報化社会の1側 面として,観 客みずから

積極的に利用 ・参加できること。

2.対 象業務

本構報システムの対象業務は,図2-1・ 情報システ

ム対象業務図に示すとお りであり,概 念図については,

図2-2に 示す。

なお,本 情報システムは,大 きく分けてコンピュータ

系と電光表示板系より構成 されている。それ ぞ れ の系

は,機 能により守備範囲が分担 されているが,お 互いの

補完関係 さらには他のシステムとの補完関係が保たれて

いる。

以下に,現 在計画申の情報システムの概要について述

べる。

2.1観 客案内システム .'L∵ 、

＼.・ ベ ミ難 ・
}'r「'…^〔 「

.^「 芯 1

2.1.1ラ ンデブー ・カー ド・サービス

(目的)

会場の地域的特性から,観 客は,そ の大半が,グ ルー

プ(あ るいは団体)で 入場すると考えられるが,パ ビリ

オン,ま ナこは乗物等の収容能力等,各 種事情によりグル

ープ(あ るいは団体)入 場者は
,個 人,ま たは数人に分

れて,行 動することが予想 される。そこで,グ ループ代

表者からの連絡(退 場時間,集 合 場 所 の変更)あ るい

は,グ ループメンバーからの問い合せに対する回答を迅

速かつ正確に行ない,安 全 ・快適かつ有意義な観覧を可

能とすることを目的とする。

(機能)

①観客に対する退場または,集 合時間,集 合場所等の連

絡情報の提供。

②観客に対する退場または集合時間,集 合場所等の変更

の連絡(グ ループ代表者か らグループメンバーに対し,

団体 としての行動を必要とするアクアポ リス等の入場,

飛行機の搭乗,船 舶の上船等の時刻の連絡等)。

③グループメンバー間でのメッセ=旦 の伝達。

図2-1情 報 システム対象業務図

業 務 名

コ1

ンタ

三系

電示

光板

表系

処

理
.方

式

観
客
案シ
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玄

ラ ンデ ブー ・カー ド ・サ ー ビス O ×
オ'ン

ラ

↓

嚢,

行事 ・催物案内サー ビス O O

会場内施設混雑度情報案内サービス o
lO

会場外交通機関情報案内サービス o O

会
場
運シ
営ス情
テ報
ム

業務情報通信サー ビス ・ O 、× 、

パ ッチ処理業務 ・
`
」偲一 ・＼

●パッチ処理業務について瞳、継

端 申鴨 るので、ぽ 賊 裁 も二
㍉'　 '[r狂 ・『 ゴ

・・O

N

、X

:運

パ ・

9・

墓…

二

{三 三 ＼c・ 弓

イ』
,一 一 ← … 二 二 ∴ 一三{

二t:.牟 」

●

ぺ ξ

' 一"=し

ぐ ふ コダエ ト

≡'】 泣 ・・ 〉

吉
、=
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図2-2情 報システム概念図

、

9

・業務連絡情報

9
・ランデブーカー ド案内

(行動 ・伝言)
・場内施設混雑度情報

・場外交通機関混雑情報

・業務連絡情報 混雑1螂 蹄'7'り 一 テ ィングス
・交 通機 関情 報

、

(方法)

①グループ(あ るいは団体)の 代表者が案内所でグルー

プ場内行動情報(集 合,退 場の時刻,場 所等)を 登録す

図2-3ラ ン デ ブ ー ・カ ー ド ・サ ー ビ ス実 施 概念 図

案 内 所

端末機

1
→

情 報セ ンター

利
用
者
(観
客
)
利
用
者
(観
客
)

○
人
人

O
人
入

↑
書込　開手

↓

ド一

票

端末機

1

案 内 所

問い合わせにロ⇒
関する回答

〔直土 案
(当 日登 録について)

利
用

煮
観

§

ると,グ ループ各人に対し,そ のグループのグループ番

号を印字した番号札(ラ ンデブーカー ド)が発行 される。

②グループメーバーは,観 覧中,最 寄 りの案内所でラン

デブーカー ドにあるグループ番号によって照 会 を 行 な

い,場 内行動の確認,あ るいは場内行動情報の変更を知

る。同時に代表者からのメッセージを受取る。

③必要に応 じて案内所でグループ番号によって,個 人メ

ッセージ(代 表者への伝言……身体の不調で 先 に帰 る

等)の 登録を行なうことがで きる。

④代表者は,グ ループ場内行動情報を案内所で必要に応

じ,変 更した り,代 表者メッセージ(グ ループメンバー
ぶ

への伝言…∵団体バスに乗 り遅れた場合の連絡先等)の

登録ができ・る6ま た案内所で照会を行なって個人メッセ

ージを受取る。

⑥本サービスには登録予約の機能がある。会場内案内所

において,ま たは郵送により,入 場日の前日,ま た前々

日までの登録予約を行な う。なお ランデブーカー ドの引

渡 しは,入 場当日に利用者が指定した案 内所 に て行な

う。実施概念図を図2-3に 示す。

(サービス効果)

鎚 ……グループ(あ るいは団体)行 動による各種の束

縛から解放 され,個 々の思 うままに元行動す沽己とがで

一5

～

ーー



,;

.it'.、

JIPDECジ ャー ナ ル

きる。 しか も,時 間,場 所等の変更等に対する配慮のわ

ずらわしさからも,解 放 される。さらに,こ のサービス

により,迷 い大人の救済が可能となる。

会場運営者……観客からの種々の問い合せに対し,迅 速

に対処することが可能 となる。

2.1.2行 事 ・催物案内サービス

(目的)

行事 ・催物の スケジュールを一元的に管理 し,そ の内

容を,案 内所その他の運営管理部内に伝達することによ

り,行 事 ・催物 予定に不案内の観客に対 し,日 々,正 確

な関連情報(種 目・開催場所 ・開始時間等)を 提供する

ことを目的 とする。

(機能)

①案内所への行事 ・催物変更情報の迅速な連絡による観

客への正確な情 瓢の提供。

②案内所機能の効率化。

(方法)

㊦行事 ・催物関係者か ら開催前日までに入手じた行事 ・

催物変更情報は,開 催場所 ・時間の順に,・その変更メッ

セージをカー ドヘパンチし,メ ッセージ ・ファイルへ登

録する。.'

②登録 されだメッセージは定時にセンター端末か ら一斉

出力する。

③当日に発生した行事・催物変更情 報は,メ ッセージ作成

の うえ,セ ンター端末から入力して随時一斉出力する。

④案内所員は,行 事 ・催物の当初予定(リ ス ト)と 出力

された変更情報とを整合して,こ の種の問い合せに応接

する。

⑤本サービスでは,・必要に応じて,電 光表示装置 も併行

して,使 用する。実施概念図を図2-4に 示す。

(サービス効果)ぐ

①行事'・催物に関する正確な情報の提供による博覧会運

営の円滑化を図ることが可能 となる。 ご

②行事 ・催物に対する観客の観覧予定を立てやす くする

ピとができる㊨'・'㌧ ・

2.1.3会 場内施設混雑度情報サービス

(目的)

観客に対し,場 内各施設の混雑度を知 らせることによ

って,観 覧計画の参考に供することを目的と古る。

、 ・ 【ノ

←8

(機能)

場内各施設混雑度(定 時刻毎)の 観客への案内。

(方法)

①場内施設情報収集者によって定期的に収集された混雑

度データ(グ レー ド表現)を,電 話連絡により,セ ンタ

ーにて集中整理の うえ
,セ ンター端末から入力する。

②全て混雑度情報を入力完了後,セ ンター端末から一斉

出力する。

③混雑度は 、非常に混んでいる'・ 、混んでいるψ・、普

通'・'閉 館申"の4区 分のグレー ド表現をする。

④案内所に問い合せに来た観客に対し定期出力の混雑度

情報を もとに応対する。 必要に応 じKB/DP(キ ーボ

ー ド・ディスプレイ)よ り,照 会を行な う こ とに よっ

て,混 雑度情報を表示して応対する。

⑤混雑度は,パ ビリオン単位,催 物会場単位,乗 物単位

に出力する。

⑥電光表示板へ混雑度をグレー ド表示する。実施概念図

は図2--41C準 ずる。

(サービス効果)

①観客の観覧計画に対する助けとな るとともに,観 客が

混雑している施設を避けようとする行動を起 こし,混 雑

度を平均化する副次的効果がある。

図2--4行 事パ催 物案 内サー ビス
'
㍉'実 施概念図

ど

撰

([劃 満.
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②運営側警備サ・fドに対する適切な警備体制確立への参

考情報となる。

③場内整理要員の省力化が期待できる。

2.1.4会 場外交通機関情報サービス

(目的)

退場する観客に対し,帰 路各種交通機関の混雑度情報

および運行状況情報を与えることにより,帰 路交通機関

の利用計画の作成に必要な情報を提供するとともに,帰

路交通の混雑解消の一助 とすることを目的とする。

(機能)

①陸路……4地 点道路混雑度の表示

②海路……ホーバークラフ ト,水 中翼船,大 型フェリー

等の定員余裕状況の表示

③陸路交通機関運行状況の表示……バス,タ クシー等

④那覇空港か らの国内線便の運行状況の表示

(方法)

①交通機関関係者か らの航空機,ホ ーバークラフ ト,バ

ス等の運行状況の電話連絡,道 路関係者(警 察 ・公団)

からの各幹線道路の状況の電話連絡 およびタクシー関

係者か らの各ゲー ト,タ クシーの待状況の電話連絡をセ

ンターにて集中整理の うえ,各 入手情報をセンター端末

から入力する。

②入力完了後,一 斉出力 される。案内所においては,必

要に応 じて,KB/DPで 照会を行な うことにより,交

通機関の混雑度状況を案内する。

③会場外交通機関の変更情報はセンターにて,変 更情報

メッセージを規定字数内に納まるように作成する。

④案内所員は,こ れら交通機関のダイヤグラムと変更情

報 とを整合し,こ の種の問い合せに対して,応 接する。

⑤電光表示板へ混雑度の情報をグレー ド表示する。実施

概念図は図2-4に 準ずる。

(サービス効果)

①退場しようとする観客の帰路の行動計画をたてやす く

させ,か つ安心感を与えることができる。

②混雑度情報に対する観客の反応により,自 動的に帰路

道路の時間的,路 線別の混雑度の分散化が図られる。

③ 「陸路は渋滞,海 路は定員未満」 と予測されているパ

ターンに対し,陸 路の乗客を海路利用にふ り向ける効果

がある。

2.2会 場運営情報サービス

2.2.1業 務通信サPttfス

(目的)

海洋博運営に必要な業務連絡情報を正確かつ迅速に伝

達し,協 会,政 府他出展者等,運 営者側の円滑な業務推

進を可能とすることを目的とする。

(機能)

①定時一斉通信

毎日,定 時に業務情報を提供

例.入 場者数,天 気予報,海 洋予報,協 会からの公式情報

(グ リーティングス ・VIPス ケジューール等)

②随時一斉通信

・伝達必要な業務情報の発生に応じ随時提供

・異常,緊 急情報の提供

例.天 気 ・海洋急変情報,そ の他業務上緊急情報等

③メッセージ交換

特定運営者間のメッセージ交換

例.協 会と特定出展者間,出 展者 と出展著聞,案 内所と

案内所間等

(方法)

①伝達に必要な業務情報連絡を受ける。

②その情報に基づ き,カ ー ドパンチ作成し,コ ンビュー

タへ登録す る。

③センター端末より一斉(あ るいは特定)端 末へ出力

④受信端末側にはKB/PR(キ ーボー ドプ リンター)よ

り,ハ ー ドコピーとして残る。

(サービス効果)

連絡情報は,ハ ー ドコピーとして残り,正 確,確 実,

迅速に行なわれるので,協 会各出展者の業務の円滑,効
■

率的運営を可能な らしめる。

3.機 器構成
`

コン ピ ュ'一"タ系 は,図3-1の とお りで あ る。 まtc電

光 表示 板 系 につ いて は,図3-2,図3-3の とお りで

あ る。

な お,可 変 表 示 板*(図3-2)に つ い て は,現 在 検

討 中 で あ るが催 物 会 場 が,4～5ヵ 所 で あ るの で,観 客

*可 変表示板は,表 示内容が可変で,英 文数字カナおよび簡

単な図形の表示が可能である。 一

一7-'

A.・ 幻aSTtt
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図3-1機 器 構 成 図
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図3-2移 動式可変電光表示板機器構成

表示

制
御
袋
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装
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x

一

中央処理装置
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瞬 (移勘 車)

.移動式電光表示板 移動

電源ケーブル

に対するサービス効率を考慮して移動式の電光表示板を

考えている。また,固 定 表 示 板(図3-3)に ついて

は,観 客が会場内の施設の位置と混雑度の関係が,わ か

りやすい点を考慮して地図式 とした。
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図3-3固 定表示板(会 場外交通機関および会場内施設混雑度表示)
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■ 寄 稿 ■

JIPDEC開 発 の標 準 ア プ リケ ーーシ ・ンを使 用 して

雨 宮 芳 夫*

はじめに

㈱東京繊維情報センターは昭和46年4月 に,繊 維衣料

品等卸売業標準販売管理システム(以 下,標 準システム

という)を 実用化して,東 京堀留の繊維卸企業が共同利

用することを目的 として設立された。

設立後3年 半の現在,業 務は別記のとお り多角化した

が,主 とする業務は標準システムの利用企業(以 下,ユ

ーザーという)の 増加推進である。

筆者は昭和45年 度に,(財)日 本情報処理開発センター

が中小企業庁の委託を受けて実施 されたシステム開発作

業に参加し,東 京繊維情報センター設立以後,そ のマネ

ージメント馳に従事している。

標準システムの目的

標準システム開発に着手した当初,筆 者は 次 の とお

り,中 小企業庁担当官 と日本情報処理開発センタースタ

ッフに要望した。

1.ユ ーザーは,コ ンピュータを単独導入で きない中

堅あるいは中小規模企業が主体 となるが,処 理内容は,

単独導入に匹敵する程度にレベルの高いシステムにして

ほしい。

2.ユ ーザー各社の経理処理,管 理資料の作成 という

共同計算の次の段階として,全 ユーザーの全データを総

括して分析するとい う情報作成へ展開できるシステムを

構築したい0

3.将 来の展望 として,標 準システムを共同利用ある

いは単独利用するユーザーが情報ネットを構成できるよ

うにしテこい。

当時,通 産省が流通システム化推進会議を発足 させ,

流通にかかわる標準化,シ ステム化の促進をはかること

になったが,筆 者は,そ の規格化推進委員で,や やもす

れば,視 点が,将 来の展望に向 きがちであった。

しかし,実 際に標準システムを開発する過程で,ユ ー

ザーのニーズ(needs)へ の対応,イ ンプットの 簡 便 な

どの点を考慮しなが ら 「中小企業(繊 維 ・衣料品等卸売

業)向 け標準販売管理システム解説書」が46年3月 に完

成 し7。 同書(P38)で は 「標準シろテムの目的は(ユ

ーザーの)日 常業務のシ・ズテムイヒを・通じてザ・それらの問

題を解決,も って,事 務の合理化,管 理体制の確立をは

か り,販 売活動を促進することである」と述べている。

*㈱ 東京繊維情報センター常務取締役

実 用 化 の 問題 点

46年4月 に セ ン ター を設 立,同 年11月 に コ ン ピュー タ

(FACOM230/25)を 説 麗 しtが,「 解 説 書」 の シ ス テ

ム を実 用 化 す るた め の 作業 に1年 余 を要 した 。

コ ン ピ ュー タの コ ア(32KB,現 在 は48KB,50年6

月 に96KB予 定)と 周 辺機 器 構 成(DRUM1,MT4,

PACK1,CR1,PTR1,LP1)に あ わ せ,一 方 で は,

改 め て ユ ーザ ー の 意 見 を聴 きな が ら,イ ン プ ッ トの簡 素

化,ア ウ トプ ッ トの 多様 化 を 目的 に シ ス テ ム を 改 善 し

た。

シ ス テ ム改 善 の主 た る もの は,「 解 説 書」 で は,商 品

の 色,柄,素 材,そ の他 の要 素 を イ ン プ ッ トす るシ ス テ

ムな の を,具 体 化 に際 し て,そ れ らを割 愛 した こ とで あ

る。 割 愛 した理 由 は,当 時,ユ ー ザ ー 企 業 に,そ れ らの

要 素 を デ ー タ と して処 理 す る こ とに対 して ニー ズ が ほ と
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ん どな く,ま た 従 来 そ れ らの要 素 を デ ー タ と考 え るケ ー

スが 稀 れ で あ った こ とに あ る。

今 後 の 課 題

しか しな が ら,現 在,ユ ー ザ ーの 管 理 レベ ル の 向 上 に

伴 い,ま た,絶 対 単 品 管 理 の メ リ ッ トが 認 識 され は じ め

た こ とに よ って,一 部 の ユ ーザ ーか ら商 品 コー ド体 系 の

改 善 を 望 む声 が 聞 か れ る よ うに な った 。 これ はEDPシ

ス テ ムが段 階 的 な改 善 を要 請 され る証 左 とい え よ う。

閑 話休 題,セ ン ター発 足4年 目 の 現 在,ス タ ッフが

育 ち,ユ ー ザ ー も増 加 し て,よ うや く企 業 と して,今 後

9の 搬 噸 定する時期を迎え'・
新計画の第一着手として,筆 者が10年 来提唱し,最 近

百貨店業界にも定着の兆しがでて きた取引用伝票の統一

化の動 きと標準システムのインターフェイスを考 えてい

る。通産省,日 本情報処理開発センターが,そ の国民経

済的意義を認めて,施 策化,実 用化をすすめることを切

望する。

担当者別売上月報

担当者別仕入月報

商品管理月報

商品明細表

未決済手形一覧表

手形落込一覧表

商品別売上額上位50品 目

商品別荒利益額上位50品 目

得意先別売上額上位50品 目

得意先別荒利益額上位50品 目

得意先別売上額累計上位50品 目

得意先別売利益額累計上位50品 目

2.イ ンプッ ト帳票の種類

売上伝票

仕入伝票.

入 ・出金伝票

商品振替伝票

加工出 ・仕入伝票

標 準 シ ス テ ムの1/0

標 準 シ ス テ ムで は1/O帳 票 が 標 準 化 され て お り,ユ

ー ザ ー は必 要 とす る ア ウ トプ ッ トを次 の な か か ら 選 択

し,そ の た めの デ ー タ を イ ン プ ッ トす る。

1 アウトプット帳票の種類

売上日計表

仕入日計表

売掛金管理日報

買掛金管理日報

売掛金台帳

請求明細書

買掛金台帳

売掛金残高一一覧表

買掛金残高一覧表

得意先別売上月報

仕入先別仕入月報

商品別売上月報

商品別仕入月報

利用準備作業

1

2

3

現状調査

事務システム現状調査票の記入

使用中の帳票の収集 ・整理

データ量の現状分析 ・将来予測

マスター(商 品 ・取引先等)件 数の調査

取引コー ド・例外処理の調査

商品原価算定方法の調査 ・

ピフォーチ ャー トの作成

基本方針決定

対象業務の範囲

スケジュール'

計算料等予算

システム改善

取引コー ド体系 ・記入方法

商品原価算定方法の標準化 ・記入方法

伝票のパンチ方法 ・処理サイクル等

例外処理規程の作成
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インプットデータ処理方法

アフターチ ャー トの作成

4.EDPシ ステムへの移行準備 ・教育等

なお,以 上の準備作業の詳細は次のとお り。

取引コー ドの うち商品コー ドの例

ユーザーの関連部課打合せ

コー ド体系設定方針の決定

コー ド付範囲の決定

在庫台帳または棚卸台帳の整理

部課別取扱い商品の区分整理

商品名のカナ文字化

コー ドブックの作成

コー ドメンテナンス手続の決定

コー ド管理責任者の決定

コー ド記入方法 ・プライスカー ドの決定

その他,社 内PRな ど

センターの概要

商 号 ㈱東京繊維情報センター

設 立 昭和46年4月7日

資本金3,000万 円(株 主80名)

役 員 取締役社長 西村 清

常務取締役 雨宮芳夫

取 締 役 塩野友保

ほかに非常勤役員13名

業 務 コンピュータ事業部

標準システムによる共同計算

その他のEDP処 理

繊維卸企業のシステム分析 ・設計

システム開発 ・プログラム作成

関連事業部

統一伝票の販売,帳 票設計印刷

図書編集出版

講演会 ・ゼ ミナールの開催

東京繊維コンピュータ研究会
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ソ フ ト ウ ェア の 提 供 に つ い て

当財団では,事 業の一環として,情 報処理の高度化,

効率化をはかるため,汎 用性の高い各種システム,ソ フ

トウェアの研究開発をすすめております。

既に,特 定の方々には,こ れ らのソフトウェアを利用

していただき,そ の有効性について検討 し,充 実をはか

ってまいりました。 この度広 く各方面にご利用いただ く

ため,そ の一部をご紹介いたします。

提供ソフ トウェアの貸付方法,価 格および今後発表予定

の内容は次のようになってお ります。

提供 ソフ トウェアの一覧表

9 ソ フ ト ウ ェ ア 名 概 要

オ ン ライ ン文 献 検 索 シス テ ム

(JOLDOR-II)

TSSの も とで稼 動 す るオ ン ライ ン文 献 検 索 シス テ ムで コ ン ピ ュー タ と会 話

しな が ら希 望 す る文 献 を繰 返 し さが す こ とが で き,文 献 情 報 は ハ ー ド ・コ ピ

ーが で きます 。

異機種間汎用言語 ・データ変換

プログラム

(PROG-CNV&DATA-CNV)

異機種間におけるプログラムデータの共同利用を可能とするために,必 要と

される変換作業の省力化(変 換期間の短縮,変 更費用の削減)を 目的とする

システムです。

プ ログ ラ ム ・テ ス ト ・デ ー タ ・

ジ ェネ レ ー タ

(PRO-TEST1)

プ ロ グ ラ ム ・テス トに お け るテ ス ト ・デ ー タ の作 成 を 自動 的 に行 な い,そ の

作 業 稼 動 能 力 を あ げ るシ ス テ ム で,希 望 す る テ ス ト ・デ ー タ を容 易 に短 時 間

で 得 る こ とが で きま す。

マ ー ク ・カ ー ドに よ るFORTR

ANプ ログ ラ ミン グ ・シ ス テ ム

(FORMRK)

FORTRAN-JIS-7000を 対 象 とし た プ ログ ラ ミン グ教 育 用 として 開 発 され,

パ ンチ レ ス 方式 に よる教 育 効 果 の 向 上 をめ ざ し,特 に教 育担 当者 に と って わ

ず らわ しい雑 務 を カバ ー し ま す。

句

集 ソフ トウェアの鮒 、ついて

利用期間により長期,月 単位および短期貸付の3通 りの方法があ ります。

下 さい。

ユーザの皆様に適したご利用法をお選び

よ

貸 付 の 種 類 貸 付 期 間 基本指導サービス 貸 付 物 件

長 期 貸 付 2年 単 位 56時間以内 ●オブジェク ト・プログラム

●解 説 書

○操作説明書.ごr=ち

月 単 位 貸 付 1ヵ 月 単 位 28時 間以内

短 期 貸 付 5日 単 位 7時 間以内

(基本指導サービス時間は,ソ フ トウェアにより異な ります)

、
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ソフ トウェア標準貸付価格一覧表

(単位:千 円)

Nα
項 目

ソ フ トウ ェア 長期貸付価格 月単位貸付価格 短期貸付価格 備 考

オンライン文献検索システム
1 1,450 81 27

(JOLDOR－ 皿)

異機種間汎用言語変換プログラム
2 820 46 15.4

(PROG-CNV)

異機種間データ変換プログラム
3 600 34 11.4

(DATA-CNV)

プ ロ グ ラ ム ・テ ス ト ・デ ー タ ・ジ ェ ネ レ ー タ 情報処理振興事
4 600 30

(PRO-TEST1) 業協会から受託

マ ー ク ・カー ドに よ るFORTRANプ ロ グ ラ

5 ミン グ ・シ ス テ ム 490 28 9.4

(FORMRK)

(賛助会員が使用する場合およびコンピュータと併用して使用する場合等には特別貸付価格を設けてお りますの

で,ご 相談下 さい)

なお詳しいパンフレットが用意されてお りますので当財団サービス課(内 線205)ま でご請求下 さい。

今後 発表 予定 の ソフ トウ ェア の内容(提 供 予定 期 日:50年4月)・

ソ フ トウ ェア名 概 要 開 発 機 種

統計集計用言語プ

ロセッサ

統計表を簡単な問題向言語にて作成することができるジェネレー ト形式の

システムです。このシステムの利用により統計表作成が容易に,し か も極

めて迅速に行な うことができ,専 門プログラマーを必要 としません。その
'

ナこめ統計表作成のス ピー ド・アップおよび経費の削減がはかれます。
'

HITAC8400,
8450

NEAC2200/500

FACOM230/60

統 計 デ ー タチ ェ ッ

ク シ ス テ ム

データチェックを簡単な問題向言語にて行な うことができ,ま たエラーデ

ータに対する自動修正(択 一修正,定 値修正等)も 自由に行なえます。パ
"曳 〔:ド ・ ←

ラ メー タ形 式 に よる 問題 内 言語 に ま サ デ 忌タ あ 論 理 的 な チ ェ ック ミスが 大1

巾 に 減 り,チ ェ ッ クプ ログ ラム作 成 の ス ピー ド ・ア ップが はか れ ま す。

NEAC2200/500

汎 用 グ ラ フ ィ ッ ク

言 語 プ ロセ ッサ

FORTRAN言 語をベースとするプリプロセッサ形式の言語でFORT

RANに 次のグラフィーックス特有の機能が追加 されています。

●図形処理に関する機能

●割 り込み処理に関する機能

●汎用データ ・ス トラクチ ャに関する機能

これらの機能をあらわすグラフィック言語特有のステー トメン トとFOR

TRANス テー トメン トを併用することにより,グ ラフィック・アプリケ

ーシ ョンプログラムを容易に作成することができます。

噺.

且ITAC8450-

881卍
・・← 、 ■■_

.

-A,一

、

流れ図 自動作成プ

ログラム

ソ ー ス ・プ ログ ラム(FACOM230/60,75…FASP)か ら フ ロー チ ャー ト

を 自動 的 に作 成 し ます。 プ ログ ラ ム ・デバ ッグ お よび最 終 プ ログ ラ ムの 整

理(ド キ ュ メン テー シ 亘ン)な どに大 きな 偉力 を 発揮 しま す。
、

「・.A-一 ● ±.'・ 一・

FACOM230/60

●
《
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海外 ニ ュー ス

IBM衛 星 通 信 分 野 に 進 出

変革 を迫 られ るコンピュータ/通 信事業

去 る7月3日,世 界 最 大 の コ ン ピ ュー タ ・メー カーI

BMは,COMSAT(CommunicationsSatelliteCorp.)

と提 携 し新 た に衛 星通 信 分 野 に進 出 す る と発 表 した 。 こ

れ に と もな いIBMはCOMSATの 子 会 社 で あ るComsat

GeneralCorp.の 系 列 会 社CMLSatelliteCorp.の 株 式●_を 取 得 しt。CMLは,ComsatGeneral,MCICom-

munications,Inc.,LockheedAircraftCorp.の 三 社

が%ず つ 出 資 して設 立 し た会 社 で あ る が,こ の うちの

MCI,Lockheedの 持 ち株 をIBMが 両 社 に そ れ ぞ れ160

万 ドル,Comsatが 同 じ く90万 ドル と,合 計500万 ドル を

支 払 って 買 い 取 る とい うもの。 この結 果,最 終 持 株 比 率

はIBM55%,Comsat45%と な った。

CMLは ワ シ ン トンに あ り,約50人 を使 って音 声,映

像,デ ー タ通 信 の た め の 国 内 通信 衛 星 を研 究 し てい る。

研 究 開 発 コ ス トは,月 間 約20万 ドル。

通信市場進出による波紋

この突然の 「IBM,通 信市場進出」のニュースは,

電話会社のみな らず従来か らのIBMの 競争相手か らも

驚きの声を もって迎えられた。IBMは すでに欧州にお

いて,電 子式自動交換機(PABX),電 話機,各 種付属

機器の販売を行なってお り,や ろうと思えば自営通信装

置市場,特 殊通信市場のどちらにでも進出ずることがで

き7t。 しかしIBMは,規 制下の通信市場に対する最初

の参入の動 きとして通信衛星を選び,手 はじめに一歩距

離をおいた子会社を設立したのである。

IBMとAT&Tの 経営幹部は双方とも,こ の二つの

超巨大企業間に起 り得る競争が表面化 しないように配慮

している。しかしIBMは この動 きと前後して4,800ボ

ーの高速モデム,モ デル3784を 発表してお り,モ デム市

場でBellと 真向 うか ら対決する構えをみせている。この

一15一

ようなIBMの 最近の動向か らみると,こ れまで何十年

間も互いに相手の領域を侵すことな く共存共栄 してきた

二つの超巨大企業は,両 社 とも実際には対決を避けたい

と望んでいるとしても,競 争企業 として対決の方向に進

んでいるように思われる。

IBM=Comsatが 考えている通信方式は,現 在使われ

ていない高周波無線帯を使お うとい うもので,こ れが大

きな特徴である。WU(WesternUnion)のWesterシ

ステムなどでは現在陸上で使われているマイクロウェー

ブ無線通信回線帯の電波を衛星にも採用しているが,そ

うなると現在のマイクロウェーブ通信 との混線を防 ぐた

め送 ・受信局は大都市からかな り隔れた場所に設置する

必要がある。

一方;よ り高い周波数の波を使えば,送 ・受信局は大

都市域内,場 合によってはカス トマーのオフィス ・ピル

の屋上の小 さなアンテナか ら直接衛星 と通信で きること

も考えられるとい う。

IBM=Comsatの 合弁事業が首尾よく成功すれば,そ

れは長距離データ,画 像そしておそらく音声通信 トラフ

ィックの分野において,電 話会社と競合状態に入 るもの

と思われる。
タ

コンピュ一夕産業は,激 烈な競争によって環境変化に

柔軟な体質に作 り上げ られてお り,マ ネジメン トはマー

ケティング志向的で,そ の会計制度は変化や突発的事態

に対応で きるようなしくみになっている。一方電話会社

の場合はこれと対照的に,規 制下の窮屈な会計制度の申

に閉じ込められてお り,来 年度の収入は,明 日の日の出

と同様に確実に計上されるという想定の下に組立てられ

ている。事実,AT&Tの 経営幹部はマーケティング担

当副社長 ワレン氏を除けば,マ ーケティングやイノベー

シ ョンにはあまり通 じているξは言えない。
、
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この二大企業AT&T,IBMの 対決は,AT&Tに

対し何 らかの劇的な変革をもたらすことにな るで あろ

う。 この対決か ら,市 場のどの部分が自由市場にな りど

の部分が独占市場になるかについての決着がつけられ,

おそらくその結末はAT&TとIBMに 止まらず,大 き

な波紋を投ずることになろう。

規制か自由競争か?

データ処理産業と電話産業 とは,年 間収入約600億 ド

ルを二分している。 この二つの産業は収入面で年間12～

14%の 高度成長を実現 してお り,ス ローダウンの徴候は

見受けられない。したがって成長は年間70億 ドル とい う

ハイ ・レベルを維持している。

成長傾向を維持するため,デ ータ処理産業および電話

産業は ともに,ビ ジネスや工業分野における売 り上げを

拡大しなければな らない。 ところがその際 これ らの会社

の製品やサービスは重複することになる。データ通信設

備の発展部門,コ ンピュータ ・ネットワーク・システム

そして情報処理と通信機能を結びつける各種のいわゆる

テレプロセシング製品部門などが成長市場であり,こ れ

らはデータ処理産業 と電話産業の境界線上にあるか らで

ある。

しかし,こ れ ら二者は競争相手 としてみると,相 互に

不都合な立場にある。AT&Tを 始めその他の電話会社

は,政 府の規制を受ける独占企業体であり,競 争を閉め

出す排他的な地上フランチャイズ権を付与されている。

そして ドゥバ ッツAT&T会 長の言を待つまで もな ぐ,

規制 と競争 とは両立できない としている。彼 らがもうと

厳しい規制を受けて も電話事業の独占を侵されない方向

を希望するであろ う事は容易に推測がつ く。そして電話

会社が足並みをそろえるという事は,比 較 的容 易であ

る。
ハ

これ と対 照 的 に,IBM並 びに コン ピ ュー タ,デ ・・inタ

処 理 企 業 は,世 界 で 最 もす さま じい競 争 的 な 成 長 産 業 の

一つに数えあげられ て い る
。コンピュータ・メーカー

は,自 分達の市場発展の必然的帰結として 「規制を加え

られる」事態に陥らないよう心を決めている。

IBMの オAOル社長は,同 社が 「一般の電話事業」分

野に進出する意図はない事を強調 しているが,同 時に氏

は,将 来のコンピュータ・システムの通信回線部分は,

経営に対する政府の規制を避 けてゆくとい う長年IBM

が維持して きた政策を くつがえすに足 る重要な問題であ

ることを強 く認識している。同氏は今回のIBM進 出は

「データ処理産業全体にとって利益を生み出す もの」で

あると評価している。

新 しい競争環境

オペル氏の発言でどうであれ,今 回のIBMの 動 きは

極めて大 きな波紋を投 じる可能性を持っている。従来I

BMはFCC(連 邦通信委員会)に 対する姿勢 として,

一種のアウトサイダー的立場を採 ってきたが,今 やIB

Mの 子会社は直接FCCの 規制分野に参画しようとして

いるのである。

巨人IBMもAT&Tの 前ではより小規模な企業であ

る。さらにBellの 強大 さの確信か ら,AT&Tの 申で も

IBMの 動きを過小評価するもの もある。 しかし,Bell

は実際には必ず しもそれほど強力な存在ではないとい う

意見 もある事も事実である。競争条件の下では,AT&

Tの 会計制度はアキレス腱になる可能性が十分にある。

混乱そして怒号が渦巻 く通信事業に秩序をもたらそ う

と,議 会,司 法省,FCCな らび1〈49eCのぼる州公益事

業委員会はそめ方法を模索しているが,明 快な解答がす

ぐ得ちれるとは思われない。しかしいずれは電気通信業

界に根本的な変革が到来することとなろう。IBMの 今

回の動きは,こ の変革のチャンスを生み出す一つの契機

となるもの と思われる。

(宗像徳業 ・調査課)
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〔国連欧州経済委員会貿易手続簡素化部会に出席〕

当財団では,政 府か らの依頼によりスイス国ジュネー

ブにおいて開催される標記会議の日本代表政府委員の専

門ア ドバイザーとして,総 合貿易情報システム調査委員

会の水野専門委員長,事 務局員(当 財団市川調査課長)

を派遣した。

期間 昭和49年9月28日 一10月12日

訪問国 スイス,英,仏

〔第8次 海外情報処理実態調査団の派遣〕

欧州(英,仏,西 独を中心)に おける情報処理産業の

実態 と将来動向を調査するため,昭 和49年10月26日 か ら

11月16日 まで約3週 間 「第8次 海外情報処理 実 態 調 査

団」を派遣することとした。

調査団構成はつぎの とお りである。

(敬称略順不同)

団長 岡田 勇 当財団開発本部次長

小泉'健 治 東芝機械㈱システム部長

家高 英祐 防衛庁技術研究本部数理研究

室室長

荒井 俊典 当財団調査課課長代理

〔ソ フ トウ ェア説 明会 の 開 催 〕

当財 団 で 開 発 し た ソ フ トウ ェ アの 一 部(オ ン ラ イン文

献 検 索 シ ス テ ム,異 機 種 間 汎 用 言 語 ・デ ー タ変換 プ ログ

ラ ム,プ ログ ラ ム ・テ ス ト ・デ ー タ ・ジ ェ ネ レー タ,マ

ー ク ・カ ー ドに よ るFORTRANプ ログ ラ ミング ・シ ス

テ ム)に つ い て広 く ご利 用 い ただ くた め,説 明会 を次 の

要 領 で 開催 す る。

日 時 昭和49年10月25日(金)10:00～16:15

会 場 大 阪 科 学 技 術 セ ン タ ー

大 阪 市 西 区 靱1丁 目118

電 話06-443-5311

参 加 料 無 料

定 員60名(申 込 み 先着 順 に 定 員 に な り次 第 締 切

らせ てい ただ きま す)

申込 先 お よ び照 会 先

当 財 団 サ ー ビス課

電 話(03)434-8211内 線205・

■
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報 告 書 一 覧 表

当財団が,昭 和48年 度事業 として,実 施いた しましi各 事業の成果 報告書が完成 しまし

たので,ご 入用の方には実費頒布いた しますので ご利 用下 さい。なお,入 手 ご 希 望 の 方

は,当 財 団庶務課(内 線470)ま で,ご 連絡下 さい。

海外の情報産業

ソフトウェアに関す る調査研究

欧米における情報処理の実態

・fンフォメーシ 。ン ・ユーティリティに関する報告書

1.北 海道における民間企業の情報需要調査

∬.イ ンフォメーシ ョン ・ユーティリティの市場性

経営情報調査報告書(VI)

医療機器システム開発の基本構想

山間型僻地における医療機器システム

平野型 ・離島型僻地における医療機器システム

北海道遠紋地域における医療機器システム

岐阜県飛騨高山地域における医療機器システム

三重県答志島地域における医療機器システム

和歌山県における医療機器システム

沖縄県における医療機器システム

医療機器システムの評価およびプロジェク ト管理

全国医用機器使用開発状況等に関する調査研究報告書

繊維i産業のシステム化 ・情報化に関する調査報告書

総合貿易情報システム調査報告書

コンピュータネットワークシステムの研究開発

コンパイン ドシ ミュレータの開発

コンパイラ・ジェネレータの開発 とその評価

文書情報処理に関する調査研究

情報処理システムのネットワーク構成に関する調査研究

初級情報処理技術者教育調査研究報告書

中級情報処理技術者育成指針報告書

分 類 番 号

48-ROO1

48-R∞2

48-ROO3

48-ROO4

48-ROO5

48-ROO6

48-ROO7

48-ROO8

48-ROO9

48-RO10

48-RO11

48-RO12

48-RO13

48-RO14

48-RO15

48-RO16

48-RO17

48-RO18

48-SOO1

48-SOO2

48-SOO3

48-SOO4

48-SOO5

48-EOO1

48-EOO2

価 格(賛 助 会 員)

在 庫 な し

2,700(2,200)

2,500(1,900)

1,700(1,200)

1,800(1,500)

1,700(1,300)

2,000(1,500)

2,500(1,900)

2,200(1,700)

870(660)

1,900(1,400)

1,200(900)

1,800(1,400)

2,000(1,500)

在 庫 な し

〃

1,900

3,200

2,900

1,900

1,200

2,400

1,100

2,300'

6,000

(1,300)

(2,600)

(2,200)

(1,400)

(goo)

(1,700)

(800)

(1,800)

(5,400)
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当 財 団 の 活 動 等 に つ い て の 問 合 先

,

当 財団 の活動 につい て詳 し くお知 りに な りた い場合 は,下 記 あ て ご連絡 くだ さい。

電話 東 京(03)434-一 一8211(大 代表)

当財団庶務的事項全般については

、当財団の事業内容については

各種調査 については

システムの調査研究については
ψ
システム及びプ ログラムの研究開発については・

情報処理 に関するコンサル ティングについては

ソフ トウェアの利用 については

情報処理教育については

情報処理に関する各種標準化については

情報処理 シンポジウムの内容については

報告書等各種出版物の入手 にっいては
犬

総務部庶務課(内 線470)

総務部企画課(内 線477)

総務部調査課(内 線286)

技術部研究課(内 線478)

・・…開発本部 システム課又は開発課(内 線215)

開発本部管理課(内 線529)

開発本部サービス課(内 線306)

技術部教育課(内 線475)

技術部技術課(内 線536)

総務部調査課(内 線539)

総務部庶務課(内 線470)
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歎 日本情報処理開発センター
東京都 港区芝公園3丁 目5番8号 機械振興会館 内(〒105)

電 話 東京(03)434-8211(大 代表)


